
横浜鶴ヶ峰病院 診療記録管理委員会 

2022年 6月 1日作成 

診療情報の提供・診療記録の開示規程 

1. 基本理念 

１-１目的 

医療法人順正会は、医師が診療情報を積極的に提供することにより、患者が疾病と診

療内容を十分理解し、医療側である病院と医療を受ける患者とが相互に信頼関係を保

ちながら、共同して疾病を克服することを目的とする。 

 

2. 定義 

２-１用語の意味 

この指針で取り扱う主な用語の意味は、以下のとおりである。 

① 診療情報 

診療の過程で、患者の身体状況、病状、治療等について、医師及びその指揮監督下

にある医療従事者が知り得た情報 

② 診療記録 

診療録、処方箋、手術記録、検査所見記録、エックス線写真、紹介状、退院した患

者に係る入院期間中の診療経過の要約その他の診療の過程で患者の身体状況、病

状、治療等について作成、記録又は保存された書類、画像等の記録 

③ 診療情報の提供 

口頭による説明、説明文書の交付、診療記録の開示等具体的な状況に即した適切な

方法により、患者等に対して診療情報を提供すること 

④ 診療情報の開示 

患者等の求めに応じ、診療情報を閲覧に供すること又は診療記録の写しを交付す

ること 

 

3. 診療情報の提供 

３-１一般原則 

① 医師は、患者に対して懇切に診療情報を説明・提供するよう努める 

② 診療情報は、口頭による説明、説明文書の交付、診療記録等の開示等、具体的に即

した適切な方法により提供する 

３-２診療の際の診療情報提供 

３-２-１診療中の患者に対する診療情報の説明・提供はおおむね次に掲げる事項を含
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むものとする 

① 現在の症状及び診断病名 

② 予後 

③ 処置及び治療の方針 

④ 処方する薬剤について、薬剤名、服用方法、効能及び特に注意を要する副作用 

⑤ 代替的治療法がある場合には、その内容及び利害得失 

⑥ 手術や侵襲的な検査を行う場合には、その概要、危険性、実施しない場合の危険性

及び合併症の有無 

３-２-２医療従事者は、患者が「知らないでいたい希望」を表明した場合には、これを

尊重しなければならない 

３-３診療記録等の開示による情報提供 

３-３-１病院は、患者が自己の診療記録の開示を求めた場合には、原則としてこれに応

じるものとする 

３-３-２診療記録の開示の際、患者等が補足的な説明を求めたときには、医師は、でき

る限り速やかにこれに応じるものとする 

３-４診療記録等の開示を求めうる者 

診療記録の開示を求めうる者は原則として次のとおりとする 

① 患者が成年で判断能力がある場合は、患者本人 

② 患者に法定代理人がいる場合には、法定代理人。ただし満 15歳以上の未成年者に

ついては、疾病の内容によっては患者本人のみの請求を認めることができる 

③ 診療契約に関する代理権が付与されている任意後見人 

④ 患者本人から代理権を与えられた親族 

⑤ 患者が成人で判断能力に疑義ある場合は、現実に患者の世話をしている親族及び

これに準ずる縁故者 

３-５診療記録の開示に関する手続き 

① 診療記録等の開示を求めようとする者は、「個人情報に関する開示請求書」(当院所

定様式)にて申し立てする 

② 前項の申立人は自己が３-４に定める申立人であることを証明するものとする 

③ ①の申し立てを受けた病院長は、速やかに診療記録管理委員会を招集し、当該記録

等を開示するか否かを決定し、これを申立人に「開示請求諾否通知書」(当院所定

様式)により通知する 
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３-６診療記録管理委員会 

① 診療記録等の開示の求めに対し、その可否を決定するために、審査機関として診療

記録管理委員会を設置する 

② 診療記録管理委員会は、病院長、副院長、看護師長、医事課、診療支援・情報管理

課とする 

３-７診療記録等の開示に係る費用の請求 

① 開示に係る主な費用は下記のとおりとする 

内容 金額(消費税込) 

・開示手数料(1申請につき) 5,000円 

・閲覧料(第三者による説明不可)     30分まで 開示手数料に含む 

超過加算(最長 1時間) 3,000円 

・医師の立会いのもとの説明(1診療科)  60分まで 10,000円 

超過加算(30分につき) 5,000円 

・謄写           診療記録(1枚につき) 20円 

   レントゲン・CT等の画像 CD(1枚につき) 2,200円 

       放射線画像フィルム(1枚につき) 550円 

 

３-８診療情報の提供を拒み得る場合 

３-８-１医師及び病院長は、患者からの診療情報提供、診療記録等の開示の申し立てが

次の事由に該当する場合には、【３-１】【３-２】及び【３-３】の定めにかかわらず診

療情報の提供の全部又は一部を拒むことができる 

① 診療情報の提供、診療記録の開示が、第三者の利益を害するおそれがあるとき 

② 診療情報の提供、診療記録の開示が、患者本人の心身状況を著しく損なうおそれが

あるとき 

③ 前２号のほか、診療情報の提供、診療記録等の開示を不適当とする相応な事由があ

るとき 

３-８-２医師及び医療施設の管理者が前項により申し立ての全部又は一部を拒む時は

申立人に対して【６-２】に定める苦情処理機関があることを示すものとする 

 

4. 医師相互間の診療情報の提供 

４-１医師の求めによる診療情報の提供 
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① 医師は、患者の診療のため必要があるときは、患者の同意を得て、その患者を診療

したもしくは現に診療している他の医師に対して直接に診療情報の提供を求める

ことが出来る 

② 前項の求めを受けた医師は、患者の同意を確認した上で、診療情報を提供するもの

とする 

 

5. 遺族に対する診療情報の提供 

５-１遺族に対する診療情報の提供 

① 医師及び病院長は、患者が死亡した際には遅滞なく、遺族に対して、死亡に至るま

での診療経過、死亡原因等についての診療情報を提供する 

② 前項の診療情報の提供については、およびの定めを準用する 

※ただし、診療記録等の開示を求めることが出来る者は、患者の法定相続人とする 

 

6. その他 

６-１診療に関する相談窓口の設置 

診療情報提供に関する患者からの相談、苦情の受付、地区医師会に設置されている苦情

処理機関や県などに設置される医療安全支援センター等との連絡、及び諸記録の保管・

管理その他の業務の遂行のため、総務局内に、診療に関する相談窓口を設置する 

６-２苦情処理機関等の紹介 

医師と患者との間の診療情報の提供、診療記録等の開示に関し、トラブルが発生した場

合には医師又は病院長は患者に対し、所定の苦情処理機関等を紹介し、または自ら当該

機関と協議して苦情等の処理にあたることとする 

 

附則 

この規程は、令和 4年 6月 1日より施行する。 


